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　　〃　　（観光） http://www.ooshika.com 

電子メールアドレス info@vill.ooshika.nagano.jp

平成17年12月１日現在　※（ ）内は前月比 

人口 1,352人(－２)／男 652人（－３）／女 700人（＋１）／世帯数 571戸（－２） 

（「日本で最も美しい村」連合ロゴマーク） 
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産
業
文
化
祭
が
役
場
周
辺
に
お

い
て
十
一
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
高
温
・
少
雨
・
干

ば
つ
等
に
よ
り
農
作
物
へ
の
被
害

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
野
菜
・

雑
穀
・
果
樹
等
合
計
一
一
〇
点
出

品
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
文
化
展

に
お
い
て
も
手
芸
・
写
真
・
書
・

小
中
学
生
の
作
品
等
多
数
出
展
を

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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当
日
は
、
秋
晴
れ
で
村
内
外
か

ら
多
く
の
人
が
参
加
し
て
い
た
だ

き
バ
ザ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
等
賑
や
か

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

尚
、
今
年
度
の
産
業
功
労
者
は

次
の
方
々
で
、
当
日
表
彰
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

☆
優
秀
産
業
功
労
者

　

遠
藤　

文
夫
さ
ん（
商
工
部
門
）

　

北
村　

保
福
さ
ん（
農
業
部
門
）

　

前
島　

幸
雄
さ
ん（
林
業
部
門
）
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大
鹿
村
表
彰
者　

���������������������
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���������������������

　

大
鹿
村
表
彰
規
則
に
よ
り
、村
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
次

の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
状

宮
下　

寛
夫
さ
ん
（
河　

合
）

　

村
職
員
と
し
て
三
十
二
年
間
、

村
長
と
し
て
十
二
年
間
に
亘
り
、村

の
産
業
・
教
育
・
福
祉
な
ど
地
域

の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

澤
口　

登
市
さ
ん
（
塩　

河
）

　

飯
伊
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

長
、大
鹿
村
社
会
福
祉
協
議
会
長

等
永
年
に
亘
り
地
域
住
民
の
人
権

と
社
会
福
祉
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

片
桐　

清
恵
さ
ん
（
中　

峯
）

　

伝
統
あ
る
大
鹿
歌
舞
伎
の
衣

装
・
着
付
方
に
携
わ
れ
そ
の
保
存

伝
承
と
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

竹
上　
　

治
さ
ん
・

　
　

み
す
づ
さ
ん

柳
島　

貞
男
さ
ん
・

　
　
　

孝
子
さ
ん

　

永
き
に
亘
り
郷
土
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
、夫
婦
と
も
に
八
十
八
歳

以
上
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

�����年金の加入記録を確認しておきましょう�����
　年金手帳や基礎年金番号通知書に記載されている『基礎年金番号』により、現在の年金の加入記録を調べてもら

えます。

飯田社会保険事務所や、各機関の年金相談窓口開設日に相談に行きましょう。

　第3号被保険者期間の届出もれや、未納期間（免除申請・学生納付特例など）厚生年金一時金取得期間等、さか

のぼって資格を満たす事も可能なので相談してみましょう。

　全国共通電話番号「ねんきんダイヤル」（市内通話料金でОK、携帯ОK）

　　＊年金請求などの年金相談 （�0570－05－1165）

　　＊年金を受けている方の年金相談 （�0570－07－1165）

　　　受付時間　午前8時30分から午後5時まで（土、日、祭日を除く）

　　電話をおかけの際には、年金手帳または年金証書などをお手元にご用意下さい。

　　社会保険庁では希望される方に対して、年金見込額を知らせてくれます。

　　（昭和21年1月2日以降に生れた方が対象です）

���������������������������������������������国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金かかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららのののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせ������������������������������
 国民年金保険料は全額社会保険料控除の対象です
お忘れないように�

　12月は、年末調整の時期です。給与所得者の方は、勤務先に各種控除

の書類を提出しますが今年中（平成17年１月～12月）に支払った国民年金

保険料をお忘れではないですか。

確定申告をされる方は�
　給与所得者でも年末調整を受けない

方は、確定申告時に忘れずに申告しま

しょう。

控除となるのは今年国民年金保険料を納めた次の場合です
　〇第1号被保険者として保険料を納めた期間（転職して次の会社に勤めるまでの間に納めた期間など）

　〇過去に納め忘れた期間をさかのぼって納めた場合

　〇保険料の免除を受けた期間をさかのぼって納めた（追納）場合

　〇学生納付特例で猶予された期間を追納した場合

　〇申告者本人と生計が同一である配偶者やその他の親族の国民年金保険料を納めた場合

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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農業所得の計算は収支計算で!!

～経費目安割合による申告は本年

分をもって廃止となります。

平成18年分からすべての方が収

支計算となります。～

平成17年分経費目安割合
田作物農業収入が一番多い方

が使用
91%

田作物農業用経費

目安割合

畑作物農業収入が一番多い方

が使用
76%

畑作物農業用経費

目安割合

果樹栽培農業収入が一番多い

方が使用
78%

果樹栽培農業用経

費目安割合

（※長野県の平成17年分の農業所得経費目安割合は、上記の3種類（3
業種）となります。）

　所得金額は、収入金額から必要経費を差し引いて計算（収支計算）することが原則です。税務署と市町村では、ど

うしても収支計算が困難だという方に経費の目安を提供してきましたが、平成18年分以降は、すべての方が収支計

算をすることとなります。

＊前年の収入金額によって、次のように収支計算に移行していくこととされています。

　前年の収入が300万円以上の方･･････････････････平成16年分から収支計算

　前年の収入が200万円以上300万円未満の方･･････平成1７年分から収支計算

　◎すべての方････････････平成１８年分から収支計算

収支計算をすると
　ご自分の経営状態の把握ができるとともに、損失が出た年には、その損失を給与などの他の所得から差し引い

て計算することができます。

　　＊可能な方は、お早めに収支計算を行うことをお勧めします。

収支計算をするためには
　農業所得に関係する、伝票（出荷伝票）や、領収書を保存し、集計することが必要です。伝票等の紛失や、集

計漏れを避けるためにも、帳簿などへ記帳することをお勧めします。税務署・役場には、月々の収入金額や必要

経費を記録する用紙を備え付けてありますので、是非ご利用ください。

収支計算は難しくない
　収入や、必要経費の計上方法などで分からない点がある場合は、飯田税務署（�22－1167）及び役場税務係（�

39－2001）にお尋ねください。

青色申告って
　青色申告をすると、白色申告に比べて所得の計算が有利な、青色申告特別控除や、青色事業専従者給与の適用

があります。

　同じ記帳をするなら、特典のある青色申告を是非ご利用ください。

＊ 大鹿村農業所得収支計算説明会について

　本年度も確定申告に先駆けて「大鹿村農業所得収支計算説明会」を予定しております。日程は決定次第お

知らせしますので、農家のみなさんの出席をお願いします。

＊ 申告相談システムの導入について

　本年度の申告相談より、パソコン（申告相談システム）を使った受付となります。従来の手作業と比較して、

申告内容が機械的にチェックされるため計算誤りや転記誤りが無くなり、税額計算までおこなわれた結果で

確定申告書または、住民税申告書を打ち出します。

　確定申告に向け、事前の準備をお願いします。（特に伝票類・領収書等は、合計してまとめて持参いただけ

るよう今から準備をお願いします。）

経費目安割合を適用されている農家の皆様方へ経費目安割合を適用されている農家の皆様方へ
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　大鹿村租税教育推進協議会の総会が11月25日に行われ「税に関するポスター」・「税に関する
標語」の中から優秀な作品が選ばれ、児童生徒の皆さんが表彰を受けました。また、中学生の「税
についての作文」では２名が、総会当日に納税貯蓄組合から表彰を受けました｡ 

＊大鹿村長賞 １年　 中村 　 鹿 林   さん　・「税金は　明るい未来の　支え役」
なかむら か りん

＊飯田税務署長賞 ２年　 板山 　 重 樹   さん　・「税金は　みんなを支える　エネルギー」
いたやま しげ き

＊下伊那地方事務所長賞 １年　 伝宝 　　覚   さん　・「税金で　みんなの夢を　叶えてる」
でんぽう さとる

＊大鹿村議会議長賞 ３年　 松澤 かんなさん　・「税金は　みんなのために　使われる」
まつざわ

＊大鹿村教育委員長賞 ２年　 松澤 　 莉 央   さん　・「税金は　みんなの教育　支えてる」
まつざわ り お

＊大鹿村商工会長賞 １年　 小  塩 　 美 樹   さん　・「税金は　日本を作る　柱になる」
こ しお み き

表彰対象者の作品は11月13日産業

祭の文化展で展示を致しました｡

飯田地区納税貯蓄組合連合会主催　

 特　選　３年　 田  島 　祥竜    さん
た じま よしたつ

 準特選　３年　 河本 　祐作    さん　
かわもと ゆうさく

 　　　　　　　＊本文は、割愛させていただきます

表彰を受けられた皆さん

大鹿村長賞

 6年　 下澤 　 莉  奈 さん
しもさわ り な

飯
田
税
務
署
長
賞 

５
年　
 
田  
島 　
 
智  
子 
さ
ん

た 

じ
ま 

と
も 

こ

大
鹿
村
教
育
委
員
長
賞 

6
年　
 
北
村 　
 
幸  
江 
さ
ん

き
た
む
ら 

ゆ
き 

え

下伊那地方事務所長賞

５年　 木  間 　 隼  人 さん
き ま はや と

大
鹿
村
議
会
議
長
賞 

５
年  
北
村  
恵  
美  
子 
さ
ん

き
た
む
ら 

え 

み 

こ

大
鹿
村
商
工
会
長
賞　

６
年　
 
齋
藤 　
 
星  
哉 
さ
ん

さ
い
と
う 

せ
い 

や

中学生 
税についての作文 

飯田税務署からのお知らせ　「新規に消費税課税事業者となった事業者の方へ」
　消費税法の改正によって、平成15年分の課税売上高が1,000万円を超える事業者の方は、平成17年分から消費税及び地方消

費税の申告と納税が必要となります。

　該当される方は、「課税事業者届出書」の提出が必要となりますので未提出の方は速やかに提出してください。

　なお、平成15年の課税売上高が5,000万円以下の方は「簡易課税制度」を選択できますが、この「簡易課税制度」を選択する

場合には、平成17年12月31日までに「簡易課税制度選択届出書」を飯田税務署に提出する必要があります。

　平成18年分から「簡易課税制度」を選択する場合の届け出期限も平成17年12月31日となっていますのでご注意ください。

　簡易課税制度を選択されない場合、一般課税での申告となります。帳簿と請求書等の両方の保存がないと、仕入れや経費の支

払いの際の消費税分を控除することができませんので、十分ご注意ください。

　なお、ご不明な点がありましたら下記までお問い合わせください。

飯田税務署　�0265－22－1167（個人課税第１部門）
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中
川　

豊
村
長　

無
投
票
に
よ
り

当
選

5月

大
鹿
歌
舞
伎
春
の
定
期
公
演

松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
落
石
死
亡

事
故
発
生

「
村
歌
舞
伎
一
代
」（
仮
題
）
の
制

作
・
上
映
を
成
功
さ
せ
る
会
発
足

3月

公
民
館
ク
ラ
ブ
発
表
会

第
５
代
大
鹿
さ
く
ら
の
女
王
決
定

大
鹿
ヘ
リ
ポ
ー
ト
完
成

4月

大
鹿
さ
く
ら
祭
り

育
林
祭

渓
流
サ
ミ
ッ
ト
小
渋
川
河
川
一
斉

清
掃

6月

大
鹿
登
山
口
開
山
式

7月

大
鹿
村
消
防
団
６
年
ぶ
り
飯
伊

消
防
技
術
大
会
出
場

中
央
構
造
線
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

8月

盆
野
球
大
会

成
人
式

大
鹿
夏
祭
り

千
葉
市
農
山
村
留
学
事
業

1月
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9月

分
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会

衆
議
院
議
員
選
挙

10月
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
大
鹿
村
が
加
盟

村
民
運
動
会

大
鹿
歌
舞
伎
秋
の
定
期
公
演

11月

産
業
文
化
祭

三
遠
南
信
ふ
る
さ
と
歌
舞
伎
交
流

大
鹿
大
会

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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冬
期
の
道
路
管
理
に
つ
い
て

冬
期
の
道
路
管
理
に
つ
い
て

冬
期
通
行
止

【
国
道
一
五
二
号
】

地
蔵
峠

　

ス
ト
リ
ー
ム
深
ヶ
沢
さ
ん

　

付
近
か
ら
飯
田
市
上
村
ま
で
の
間

　

十
二
月
十
五
日
〜
四
月
七
日
ま
で

分
杭
峠

女
高
付
近
か
ら
長
谷
村
・
駒
ヶ

根
市
ま
で
の
間

　

十
二
月
二
十
七
日
〜
三
月
八
日
ま
で

【
村　
　

道
】

沢
井
線

樺
沢
よ
り
上
部
（
大
鹿
第
二
発

電
所
取
水
上
）

十
二
月
二
十
八
日
〜
四
月
中
旬
頃
ま
で

赤
石
線

　

釜
沢　

荒
川
荘
さ
ん
よ
り
上
部

　

十
二
月
二
十
八
日
〜
四
月
中
旬
頃
ま
で

【
林　
　

道
】

鳥
倉
線

　

村
道
清
水
南
山
線
の
三
叉
路

　

よ
り
上
部

　

十
二
月
二
十
八
日
〜
四
月
中
旬
頃
ま
で

中
峰
黒
川
線

沢
井
側

　

大
池
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
上
部

　

十
二
月
二
十
八
日
〜
四
月
中
旬
頃
ま
で

北
入
側

　

松
下　

一
さ
ん
宅
よ
り
上
部

　

十
二
月
二
十
八
日
〜
四
月
中
旬
頃
ま
で

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

・
歩
道
や
各
戸
出
口
等
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
の
で
お
や
め
く
だ

さ
い
。

・
道
路
沿
い
に
あ
る
、
雪
の
重
み

で
倒
れ
そ
う
な
樹
木
は
処
置
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
除
雪
は
暗
い
う
ち
か
ら
始
め
、

通
勤
通
学
時
間
に
は
作
業
が
終

わ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

融
雪
剤（
塩
カ
ル
）置
場

大
河
原

　

大
鹿
倉
庫

鹿　

塩

　

塩
の
里
前

※
必
要
な
方
は
、
役
場
産
業
建
設

課
に
置
い
て
あ
る
塩
カ
ル
受
払

い
簿
に
記
入
の
上
、
右
記
場
所

よ
り
持
ち
出
し
て
下
さ
い
。

　

（
右
記
場
所
に
無
い
場
合
は
、

役
場
駐
車
場
よ
り
持
ち
出
し
て

下
さ
い
）

 

（
産
業
建
設
課　

建
設
係
）
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大
鹿
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
、長
年
の
功

績
に
よ
り
大
栗
の
菅
沼
貢
さ
ん
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

菅
沼
さ
ん
は
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
昭
和
五

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
長
年
の
功
績
に
よ
り

塩
河
の
澤
口
登
市
さ
ん
が
法
務
大
臣
よ
り
感
謝
状

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

澤
口
さ
ん
は
平
成
元
年
十
一
月
か
ら
平
成
十
七
年

九
月
ま
で
お
よ
そ
十
七
年
間
、
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
尽
力
さ
れ
、
大
鹿
の
人
権
及
び
福
祉
行
政
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

法
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
を

法
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
を

授
与
授
与
さ
れ
ま
し
た

さ
れ
ま
し
た

　

冬
に
な
っ
て
、
気
温
が
〇
℃
以

下
に
な
る
と
、
給
水
管
や
、
水
道

メ
ー
タ
ー
、
蛇
口
が
凍
っ
て
、
水

が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た

り
す
る
、
水
道
の
凍
結
事
故
が
多

く
な
り
ま
す
。

　

寒
さ
は
水
道
の
大
敵
で
す
。
早

め
の
冬
じ
た
く
を
お
願
い
し
ま
す
。

凍
結
を
防
ぐ
に
は
…

①
凍
結
防
止
帯
の
電
源
を
入
れ
る
。

屋
外
や
凍
結
防
止
帯
の
な
い
給

水
管
や
蛇
口
に
は
、
専
用
の
保

温
材
、
あ
る
い
は
布
切
れ
や
毛

布
を
巻
き
、
ぬ
れ
な
い
よ
う
に

上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
す

き
間
な
く
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
は
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
や
布
切
れ
な
ど
保
温
材

を
入
れ
て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を

保
護
す
る
よ
う
に
詰
め
て
く
だ

さ
い
。（
布
切
れ
を
そ
の
ま
ま
入

れ
て
し
ま
う
と
、
濡
れ
た
と
き

に
凍
結
し
て
し
ま
い
、
か
え
っ

て
メ
ー
タ
ー
を
凍
結
さ
せ
て
し

ま
う
の
で
、
必
ず
ビ
ニ
ー
ル
袋

へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

つ
め
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。）

③
不
棟
栓
、
水
抜
き
栓
を
ご
使
用

の
ご
家
庭
で
は
、
お
休
み
の
前

水水
道
の
凍
結
に
注
意
！

道
の
凍
結
に
注
意
！

や
留
守
に
す
る
と
き
は
、
忘
れ

ず
に
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
不
凍
栓
は
、
い
っ
ぱ
い
ま
で

閉
め
ま
し
ょ
う
。
途
中
で
止
め

て
し
ま
う
と
、水
が
地
中
で
出
っ

ぱ
な
し
に
な
っ
て
し
ま
い
漏
水

の
原
因
に
な
り
ま
す
。）

凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
…

　

蛇
口
を
開
け
、
凍
っ
た
部
分
に

タ
オ
ル
か
布
を
か
ぶ
せ
、
蛇
口
の

方
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ま
ん
べ
ん
な

く
、
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ

い
。
熱
湯
を
急
に
か
け
た
り
す
る

と
、
ヒ
ビ
割
れ
や
破
裂
を
お
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

給
水
装
置（
宅
内
配
管
含
む
）の

改
造
、
修
理
な
ど
は
必
ず
、
大
鹿

村
が
指
定
し
た
給
水
装
置
工
事
事

業
者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
指
定

外
の
業
者
や
、
ご
自
分
で
施
工
さ

れ
た
箇
所
は
近
年
、
漏
水
や
凍
結

が
お
き
て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
給
水
停
止
の
措
置
を
と
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。）

�

�

�

�

�������������������������

�������������������������
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　平成17年度明るい選挙啓発ポスター下伊那地

方部審査に大鹿小学校から応募し、次のとおり

入選されました。

佳作　大鹿小学校６年　木村きららさん

「その一票私の未来を変えていく」

優
良
賞　

大
鹿
小
学
校
５
年

　
　
　
　
　
　

磯
部　

達
也
さ
ん

「
ぼ
く
ら
の
た
め
に
大
事
な
一
票
」

明るい選挙啓発ポスター入選作品
十
二
年
十
二
月
か
ら

平
成
九
年
十
二
月
ま

で
の
通
算
五
期
二
十

年
の
永
き
に
わ
た
り

努
め
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
昭
和
六
十
年
以

降
の
八
年
間
は
委
員

長
と
し
て
尽
力
さ
れ
、

明
る
い
選
挙
推
進
の

た
め
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

菅沼　貢さん（大栗）

澤口 登市さん（塩河）
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　平成16年度の老人医療費の総額は231,629,938円で１人当りの医療費は521,689円で平成15年度より約９パーセ

ント増えました。

　県内(112市町村)の順位は104位に位置しています。

＜過去５年間の医療費の動向＞

１人当りの医療費（円）医療費の総額
（円）

受給者数
（人）

年　度
県内の順位県平均大鹿村

77594,244548,655262,257,32347812

72602,378564,827269,422,28147713

109596,558500,291244,642,37748914

114611,917479,091225,651,72247115

104634,998521,689231,629,93844416

○受給者数－月末時人数の１２ヶ月の平均

○医療費の総額－医科、歯科、調剤、食事療養費、補装具、柔道整復費含む

○県内の順位－順位が低いほど医療費が低い

700,000 
600,000 
500,000 
400,000 
300,000 
200,000 
100,000 

0
12 13 14 15 16

１人当り医療費の県平均との比較表 

医
療
費
　
円 

年　度 

大鹿村 

県平均 

　

左
記
の
マ
ー
ク
は
、
去
る
十

月
四
日
に
設
立
さ
れ
た
「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
で
す
。（
表
紙
の
マ
ー

ク
は
、「
長
野
県　

大
鹿
村
」

を
加
え
た
大
鹿
版
で
す
。）

　

現
在
、
役
場
で
使
用
し
て
い

る
封
筒
へ
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を

検
討
中
で
す
が
、
村
民
の
皆
様

に
も
ご
覧
い
た
だ
き
、
大
鹿
村

の
Ｐ
Ｒ
に
向
け
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
利
用
方
策
に
つ
い
て
、
ご
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

な
お
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
ポ
ス

タ
ー
は
役
場
玄
関
の
他
に
、
秋

葉
路
と
塩
の
里
に
貼
っ
て
あ
り

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
日
本
で
最
も
美
し

「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」連
合
の
ロ
ゴ

い
村
」連
合
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
に
つ
い
て

マ
ー
ク
に
つ
い
て



11

　
　

『
白
沢
神
社
の
神
楽
面
』

　

あ
る
日
、
ろ
く
べ
ん
館
に
こ
ん
な
お
客
様
が
み
え
た
。

　

「
白
沢
神
社
の
神
楽
の
面（
お
も
て
）が
、
こ
こ
に
あ
る
は
ず

な
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。」

　

そ
の
方
は
四
十
歳
前
後
と
思
わ
れ
る
男
の
方
で
、
話
を
聞

い
て
み
る
と
、
ご
自
分
で
面
を
彫
っ
て
い
る
方
だ
そ
う
だ
。

初
め
は
能
面
を
彫
っ
て
い
た
の
だ
が
、
ど
う
も
少
し
違
う
な

と
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
神
楽
の
面
と
出
会
っ
た
と
い
う

話
を
さ
れ
た
。

　

御
持
参
さ
れ
て
い
た
の
は
、
平
成
八
年
に
飯
田
市
美
術
博

物
館
で
開
催
さ
れ
た
、『
神
々
の
訪
れ
』
と
題
さ
れ
た
特
別
展

の
図
録
で
あ
る
。
そ
の
中
に
大
鹿
村
に
保
存
さ
れ
て
い
る
面

が
二
十
二
点
出
展
さ
れ
て
い
た
。
図
録
の
中
で
も
白
沢
神
社

の
祭
神
、
伊
邪
那
岐
命（
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）と
伊
邪
那
美

命（
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）の
二
面
は
表
情
豊
か
で
、
お
お
ら

か
な
神
の
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
日
は
お
客
様
の
「
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
の
ご

要
望
に
は
応
え
ら
れ
ず
、「
捜
し
て
お
き
ま
す
」
と
い
う
こ
と

で
お
引
取
り
願
っ
た
。

　

白
沢
神
社
は
桶
谷
集
落
に
あ
っ
た
神
社
だ
が
、
桶
谷
集
落

は
ご
存
知
の
よ
う
に
小
渋
ダ
ム
の
建
設
を
前
に
、
昭
和
三
十

九
年
八
月
八
日
の
部
落
の
解
散
式
を
最
後
に
全
戸
離
村
し
た
。

離
村
に
先
立
っ
て
、
白
沢
神
社
で
は
五
月
十
三
日
に
最
後
の

祭
り
が
行
わ
れ
、
盛
ん
だ
っ
た
歌
舞
伎
の
上
演
も
こ
れ
を
最

後
と
深
夜
に
及
ぶ
ま
で
続
け
ら
れ
た
と
い
う
。
建
物
は
そ
の

後
取
り
壊
さ
れ
、祭
神
は
鹿
塩
の
市
場
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。

そ
の
祭
神
を
か
た
ど
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
の
が
、
伊
邪
那
岐

命
と
伊
邪
那
美
命
の
面
で
あ
る
。

　

こ
の
面
は
、
か
つ
て
湯
立
神
楽
に
使
わ
れ
た
と
い
う
話
も

あ
る
。

　

湯
立
て
と
い
え
ば
、
今
で
も
上
村
や
南
信
濃
村
で
は
遠
山

霜
月
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
大
鹿
村
で
も
そ
の
昔
は
さ
か

ん
に
湯
立
て
が
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
そ
う
だ
。
例
を
上
げ
て

み
れ
ば
、
鹿
塩
の
遠
山
八
幡
社
、
大
河
原
の
遠
山
八
幡
社
、

下
青
木
の
若
宮
神
社
、
文
満
の
松
平
神
社
、
釜
沢
の
三
正
坊

神
社
桶
谷
の
白
沢
神
社
な
ど
に
は
、
か
つ
て
湯
立
て
の
釜
が

残
っ
て
い
た
り
、
榊
の
葉
で
集
ま
っ
た
人
に
湯
を
か
け
た
と

か
、
あ
る
い
は
笹
の
葉
で
人
々
に
湯
を
ふ
り
か
け
た
な
ど
と

い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。
他
に
も
面
を
か
ぶ
っ
た
参
詣
人
が

神
前
で
は
げ
し
く
も
み
あ
う
、
押
し
祭
り
が
行
わ
れ
た
り
、

舞
宮
を
有
す
る
神
社
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
こ
で
舞
い
も
舞

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
ふ
う
に
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
行
事
の
中
心
と

な
っ
た
の
が
、
禰
宜（
ネ
ギ
）と
呼
ば
れ
る
民
間
の
祭
祀
者
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
明
治
時
代
に
な
っ
て
、
皇
室
崇
拝
の
国
家

神
道
化
が
進
め
ら
れ
る
な
か
で
、
大
き
な
変
化
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
禰
宜
が
廃
止
さ
れ
、
神
社
の
合
祀
が
進

め
ら
れ
、
湯
立
神
楽
を
司
っ
て
き
た
担
い
手
を
失
い
、
舞
い

の
場
を
失
い
、
大
鹿
村
の
神
楽
は
廃
れ
て
い
っ
た
。

　

さ
て
、
話
は
最
初
の
お
客
様
の
こ
と
に
戻
る
。
面
の
見
つ

か
っ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
た
後
、再
度
ご
来
館
い
た
だ
い
た
。

面
を
扱
う
手
は
職
人
で
あ
る
だ
け
に
慎
重
で
あ
る
。
遠
山
の

方
で
は
祭
り
に
開
け
る
以
外
、
見
せ
て
も
も
ら
え
な
い
し
、

も
ち
ろ
ん
触
ら
せ
て
も
も
ら
え
な
い
そ
う
だ
。

　

模
刻
の
た
め
の
採
寸
を
し
な
が
ら
、
こ
ん
な
話
を
聞
か
せ

て
く
れ
た
。
面
は
こ
れ
を
付
け
て
舞
う
と
、
静
止
し
た
状
態

と
は
ま
る
で
別
物
に
な
る
と
い
う
。
解
り
や
す
い
例
が
、
湯

立
て
の
湯
を
素
手
で
振
り
ま
く
な
ん
て
、
普
通
だ
っ
た
ら
や

け
ど
を
し
て
し
ま
う
。
神
懸
り
の
状
態
と
し
か
思
え
な
い
。

神
の
面
を
か
ぶ
り
舞
や
所
作
を
行
う
こ
と
で
、
も
は
や
舞
う

人
は
人
で
は
な
く
、
神
に
な
る
の
だ
そ
う
だ
。
そ
う
な
っ
て

こ
そ
、
面
は
生
き
生
き
と
し
た
表
情
を
持
つ
の
だ
そ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
お
客
様
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
魅
力
あ
る
」

こ
の
白
沢
神
社
の
祭
神
の
面
だ
が
、
今
や
住
処
を
な
く
し
、

神
と
し
て
演
じ
ら
れ
る
機
会
も
失
い
、
ひ
っ
そ
り
と
眠
れ
る

宝
と
な
っ
て
こ
こ
に
あ
る
。

　

い
つ
か
、
こ
う
し
た
神
々
の
存
在
を
大
鹿
の
み
な
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
た
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ろくべん館だより 

　

村
･
県
で
は
年
々
増
加
す
る
鳥

獣
被
害
を
防
止
す
る
為
、
鳥
獣
被

害
防
止
施
設
整
備
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

左
記
の
よ
う
な
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
有
効
に
利
用
し
て
下

さ
い
。

一
、
三
戸
以
上
で
被
害
対
策
を
行

う
場
合

�
電
機
柵
、
網
等
の
設
置
材
料
費

十
分
の
六
補
助
（
村
十
分
の
一
・

県
十
分
の
五
）

二
、
個
人
で
被
害
対
策
を
行
う
場

合

�
電
機
柵
、
網
等
の
設
置
材
料
費

二
分
の
一
補
助（
村
単
独
補
助
）

�
過
去
五
年
間
補
助
を
受
け
た
場

所
を
除
く

�
概
ね
面
積
十
ａ（
一
反
歩
）以
上

左
記
の
場
合
は
ま
ず
産
業
建
設

課
農
林
係
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

�
３
年
前
に
鹿
柵
設
置
を
し
た
け

ど
効
果
が
無
い
の
で
電
機
柵
に

し
た
い
。

�
２
年
前
に
鹿
柵
を
し
た
の
だ
が

イ
ノ
シ
シ
が
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。

�
サ
ル
の
被
害
を
減
ら
し
た
い
の

だ
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

�
新
し
く
鳥
獣
対
策
を
し
た
い
。

鳥
獣
被
害
対
策
を

鳥
獣
被
害
対
策
を　
　

支
援
し
ま
す

　
　
　
　

支
援
し
ま
す
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風間　想くん 
平成16年3月18日生まれ 
光太郎・紀子（文満） 
こう見えて立派なおちんちんつい 

てます。 

飯島　春くん 
平成16年4月10日生まれ 
高志・美緒さん（落合） 
春です。男です。三姉妹じゃない 

よ!!でも弱虫なの･･･。 

熊谷　美来ちゃん 
平成16年5月21日生まれ 
英俊・夏苗（塩河） 
最近のお気に入りな言葉は「どー 

ぞっ!」です。犬のよもぎとマツケ 

ン（?）が大好きな女の子です。 

三池　鹿友くん 
平成16年6月14日生まれ 
一矢・道子（釜沢） 
甘えん坊で頑固者。我家に笑いと 

泣き叫び声をふりまく鼻たれエンジ 

ェルです。 

中川　大和くん 
平成16年7月12日生まれ 
隆佐・佳代子（文満） 
お姉ちゃん大好き�イタズラはもっ 

と大好き。ニコニコ笑いながら何か 

悪さを考えています。 

多田　結夏ちゃん 
平成16年8月31日生まれ 
聡・優子（上蔵） 
「おーっ!!」と驚くほどお父さんに 

似てます。大鹿の皆さんよろしくお 

願いします。 

笹木　来朗くん 
平成16年9月2日生まれ 
満・麻香（文満団地） 
笹木家次男　よろしく!

田中　羽音くん 
平成16年12月15日生まれ 
康啓・ひとみ（上蔵） 
お父さんとお兄ちゃんのダジャレの 

おかげで、寒さに強くなりました。 

宮崎　千夏ちゃん 
平成16年8月7日生まれ 
千代恵（上蔵） 
じいじのおひざで絵本を見るのが 

大好きな女の子です。 

田中　樹くん 
平成16年10月10日生まれ 
靖・雅子（文満団地） 
やんちゃ坊主のぼくだけど、お姉 

ちゃんにつかまって降参。 

はる みき 

かゆう 

ゆいな 

いつき 

やまと 

らいお 

はおと 

ちなつ 

そう 

村の行事予定村の行事予定 村の行事予定村の行事予定 村の行事予定 

12月 
12月12日～31日　交通安全運動 

12月19日　三種混合予防接種 

12月20日　ヘルスクリーニング 

12月22日　廃プラスチック回収 

12月27日　新聞紙回収 

12月27日～31日　消防団年末夜警 

１月 
1月1日　元旦マラソン・ウォーキン

グ大会（予定） 

1月12日　廃プラスチック回収 

1月16日　三種混合予防接種 

1月17日　空缶・鉄類回収 

（12月中旬～1月） 


